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研究成果の概要（和文）：  

 近年、線条体は報酬系に関わる「強化学習」の中枢として注目を集めている。本研究では味覚

神経回路の分枝である視床後内側腹側核小細胞部（VPMpc）から扁桃体・線条体移行領域（ASt）

へ投射を詳細に解析し、AStにおけるどのような細胞群と味覚神経回路が情報伝達するか 、また

それらの情報伝達はその後、報酬系神経回路としてどのような役割を果たしているかを探求する

ことで、「味覚」という感覚と、それによる強化学習のモデルを確立することを目指した。 

研究成果の概要（英文）： 

 Recently, the striatum was become popular as the pivotal part of 

‘Reinforcement-Learning’ related the reward system. In the present study, we anatomized 

the VPM-ASt circuit a branch of gustatory system, furthermore we tried to establish a 

reinforcement-learning model for ‘gustatory sensory’ by investigating that which groups 

of the ASt neurons were connected gustatory sensory circuits and what role these signals 

could play in the reward system. 
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１．研究開始当初の背景 

 当研究グループでは、これまでの研究の中

で、味覚情報の中継核である視床後内側腹側

核小細胞部（VPMpc）から、かなりの神経線

維が扁桃体・線条体移行領域（ASt）へ投射

していることを見いだした。線条体は近年、

報酬に深く関わる「強化学習」の中枢として

注目されており、ここに多量の味覚情報が入

り込んでいることから、味覚を伝える神経回

路は、直接的に報酬系神経回路と何らかの連

絡している可能性があるのではないかと考

えられた。 

 

２．研究の目的 

 本研究では味覚神経回路の分枝である

VPMpc-ASt 回路をより詳細に解析し、ASt に

おけるどのような細胞群と味覚神経回路が

情報伝達するか、またそれらの情報伝達はそ

の後、報酬系神経回路としてどのような遺伝

子を発現し、またその先、どこへその情報を

伝えていくかをより高次に探求することに

より、形態学的研究として、よりシンプルに

報酬系神経回路に迫ることで「味覚」という

一つの感覚とそれによる強化学習のモデル

を確立することを目的とした。 

 

３．研究の方法 

 まず、成体ラットの脳内の味覚関連領野に

順向性もしくは逆行性のトレーサーを注入

し、味覚神経回路網のデータを詳細に解析す

ることで、報酬系神経回路に入り込む領域と

従来の報酬系神経回路との関係を形態学的

に分析した。 

 次に、近年新たに開発された細胞内記録法

である juxtacellular recording 法を用いて、

味覚感覚刺激による神経回路をよりダイナ

ミックな状態で明らかにし、その処理機構を

解析した。 

 さらに、味覚神経回路と報酬系神経回路と

の相互作用をより確実に検証するために、上

記の味覚神経回路側から報酬系神経回路に

迫る方法と平行して、逆に報酬系神経回路側

から味覚神経回路への連絡を同様に追跡し

た。これらデータを詳細に解析して、再構築

し両者の相互連絡とその作動原理を検証し

た。 

 

４．研究成果 

 順向性もしくは逆行性のトレーサーを成

体ラットの脳内の味覚関連領野に注入し、よ

り詳細に味覚回路を検証すると、これまで考

えられていた回路とは微妙に異なる味覚神

経回路の全体像が見えてきた。これらを機能

的な裏付けをもたせて検証するために、

juxtacellular recording 法をもちいた研究

を開始したが、国内でも成功例の少ない手技

であることから、データ収集は予定通りには

進まず、現在もデータの蓄積と解析を行って

いる。またラットなどの齧歯類と、ヒトなど

の霊長類は、味覚神経回路に異なる部分があ

るため、ラットの味覚だけを解析するだけで

は不充分と考え、現在はラットと並行して霊

長類のコモン・マーモセットを用いて研究を

進めている。また報酬系からのアプローチと

して、中脳腹側被蓋野（VTA）からの単一神

経細胞の可視化にも成功ており、これらの全

てのデータを集約して現在も解析を進めて

いる。 
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